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北
海
道
ト
人
学
法
学
会
記
事

ヂ
コ
九
一
八
z
寸
七
月
一

寸?

日

)
午
後
山
時
よ
り

(

)

 
1

裁
判
所
と
7r
十
三
府
の
仕
活
カ
ナ
ダ
の

日
不
の
川
誌
性
ー

佐
川
円
卓
引

ー
よ
り
J
4

十い

i
f
ノ

γ 

f止

山山町半什

一円
J

(

リ
八
年
八
月

μ
け、

国
籍
法
三
条

忍
が
、
岩
戸
ト

「
取
己
決
山
山
川
は
、

中
ド
メ
~
へ
て
県
」
違
反
し
、

F

一]人は、

uJJ
現
の
税
(
む
に
よ
じ
uur
弘
司
藷

4
取
得

ν
た
も
の
t
r

解

1
る
の
が
畑
山
「
で
あ
る
と
判
不
し
た

2
M
l八
判
日

六
・
川
門

f

行

y
)
第

六

M

日号〕

へ以

1
1
1
ハ
リ

J
7
ト
尚
一
九
乞

川
E
判
仇
」
ー
と
い
っ
)
O

】
告
人
に
じ
h

本
日
維
を
認
め
た
判
断
は
、

慌
を
侵
占
え
れ
た
司
人
の
F
M

市
刊
於
前
の
在
り
が
に
閣
す
る
新
ιー
な
刀
法
を

段
高
裁
が
初
め
て
羽
め
九
一
も
の
一
じ
あ
け
什
は
じ
に
値
す
F
Q

こ
れ
ま
で
は
、
以
当
権
の
保
持
に
討
す
る
救
治
j

戸
山
に
複
数
の
選
択
肢

が
あ
る
場
へ
nJ47
に
は
、

フム
V

ヲ」レ」ムケゐ判官以

け、

F'ょ
の
!υ

法
的
措
許
を
U
H
1
J

へ
J
J
d
c

あ
る
、
ー
と

込
ピ

λ
~

。

殺
に
考
え
ら
れ
て

ニ
の
考
え
方
に
従
う
と
、

八
円
一
間
一
口
利
点
が
一
採
用
l
た

民
判
所

が
、
千
等
権
侵
戸
合
川
町
A
L
R
い
い
い
、
法
律
的
一
部
少
注
意
併
効
と
し
亡
、

が
規
一
に
J

た
利
、
品
川
リ
1
7
っ
花
川
合
法
ト
人
す
る
て
と
一

記
述
古
山
決
?
(
判

ム
ヰ
什
ム
ソ
ハ
マ
弘
ト
ヘ
↑
は
、

げ
一
円
、
及
川
す
を
侵
害

F
る
判
伏
方
公
に
あ
予
L
f

祥
冊

〕九戸一〕、

L
1
1
j

勾

l
叶
九
三
、

J

一

J
J
L
I
-
-
y
:

い?と一
μ
、える

寿

に
こ
の
」
う
な
は
凶
与
法
を
将
川
し
た
り

ノ、
う〆1

こ
の
部
Euh
いは団、

ー
ト
n
j
t
h
)

工、

l
6
j
d
d
k
 
裁
判
州
と
ほ
会
ど
の
問
係
い
悶

γ

ω
理
解
が
あ
ア
ト
と
枚
淵
戸
れ
る
「
)

す
な
わ
ち
、
ー
叫
ん
川
紋
河
内
の
円
見
が

桁
論

L
て
い
る
で
つ
に
、

国
持
法
条
項
に
一
ツ
い

t
の
I
A

札
け
に
お
け

る
こ
の
で
つ
な
解
釈
が
一
般
的
問
視
誕
Lr
ー
ヱ
よ
会
相
す
る
こ
と
に
、

2QJハ
正
ト
の
元
地
か
ら
及
、
〕
い
不
片
山
ハ
什
か
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
げ

ゆ
い
附
ー
と
(
て
は
、
当
裁
判
川
ヂ
行
う
浅
忽
判
附
に
抵
似
し
な
ど
机
出
山
門
で

等

こ
れ
を
修
子
ず
る
司
法
に
直
ち
に
希
「
ず
る
こ
レ
が

τ能
仕
の

L
あ
っ

て
、
守
法
位
7
1
4
Jいい
J

ど
の
問
で
の
権
能
及
び
責
務
の
A
H
理
的
配
分
い
つ

一一、+」小、

L

v

t

 
こ
う
い
っ
ι
「
に
総
合
的
な
枝
川
N

丹、

lr寺
一
子
さ
れ
る
べ
え
~
」
と
い

つ
以
内
え
で
あ
る

一ム
f

井
蕊
判
引
の
補
[
に
お
山
見
も
参
川
町

こ
山
よ
う
に
、

川市
H

ず
裁
の
達
志
内
法
の
心
待
で
も
以
会
が
i
e
J
A
の
枠
内
で

-
九
件

t
L
f
 

夫
犯
い
つ

司
丹
京
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割{

疋
の
す
法
的
対
応
を
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
与
え
は
、

H
前
同

裁
と
国
会
的
関
係
を
判
決
後
の
時
聞
の
流
れ
の
中
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
捉

え
る
見
ん
と
一
は
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
わ
が
同
に
お
け
る
議
ん
酬
の
す
で
方
は
、

段
高
裁
と
回
会
的
関
係
を
、
ロ
寺
岡
裁
の
翁
埠
憲
判
決
の
時
占
を
基
準
時
と
し

て
、
川
町
内
流
れ
を
止
め
て
、
最
高
裁
と
阿
会
の
関
係
を
論
じ
る
傾
川
を

一
ボ
し
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
一
小
さ
れ
た
判
た
な
発
想
は
、
こ
れ
ま
で
の
主

え
l

力
か
ら
は
か
な
り
の
ぬ
断
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
考
え

13E
削

徒
に
す
る
と
、
違
憲
審
丘
権
の
民
主
的
正
当
性
の
問
題
、
遺
志
審
l
h

正
権
の

川
判
化
の
問
題
、
民
1

十
社
会
に
お
け
る
裁
判
所
内
役
割
お
よ
び
裁
判
川
と

同
会
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
管
法
問
地
に
対
す
る
国
会
や
凶
民
の
議
論
の

ιり
方
等
の
諸
問
題
に
関
連
す
る
新
た
な
視
点
を
抗
供
す
る
可
能
刊
が
あ

る。

組4

こ
の
よ
う
な
裁
判
所
と
同
公
の
ダ
イ
ナ
ミ
y
ク
な
関
係
を
カ
ナ
ダ
で

は
、
裁
判
所
と
げ
法
府
の
「
対
話
」
と
呼
ん
で
、
↓
平
に
違
憲
審
査
権
の
民

、
一
十
的
正
当
刊
の
問
題
領
域
で
、
f

川
覚
的
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
c

そ
こ
で
、
本
恨
告
で
は
、
ま
ず
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
裁
判
所
と
ー
止
法
府

の
対
話
の
議
論
を
概
向

L
、
対
話
的
意
義
と
限
界
等
を
見
J

疋
め
た
後
に
、

わ
が
国
に
お
け
る
裁
判
所
と
同
会
の
対
話
の
可
能
性
を
採
っ
た
。

第
一
部
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
政
判
所
と
有
法
府
の
対
話
」
で
は
、
カ
ナ

ダ
に
お
い
て
は
、
違
憲
詐
存
権
の
民
烹
的
T
K
当
性
の
積
極
的
根
拠
の
一
つ

と
し
て
、
人
作
に
関
す
る
違
憲
審
査
に
よ
り
裁
判
所
と
す
法
肘
と
の
「
対

必
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
ゲ
イ
ナ
ミ
ソ
ク
な
相
川
作
用
が
発
展
し
、
か

か
る
対
副
は
民
主
的
過
程
を
併
d
E
す
る
の
で
は
な
く
そ
れ
を
促
進
す
る
こ

と
が
、
有
力
学
以
と
カ
ナ
ダ
最
古
裁
判
一
川
に
よ
り
折
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
恥
明
し
た
)
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
対
話
珂
品
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
裁

判
所
の
達
志
判
決
の
多
く
は
、
げ
止V

し、
t

議設九公h
が
判
山
決
伏
後
に
叫
対
刈
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
九
余
ホ
地
を
与
、
え
え
て
お
り
、

嶋ぷ
疏
会
は
違
志
と
さ
れ
た
法
律
の
i

止
法
日
的
を
新

L
いム合口旦中憲補轡仙的な

T
段
で
達

成
で
き
る
上
、
う
つ
に
法
改
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
一
山
と
議
会
の
刻
話
が

成
立
し
、
最
後
の
一
言
葉
は
多
く
の
場
合
裁
判
一
川
で
は
な
く
議
会
が
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
議
論
で
あ
る
(
佐
々
本
雅
寿
一
カ
ナ
ダ
に
お
け

る
裁
判
川
と
斗
法
附
の
対
話
附
」
法

7
雑
誌
-
玉
川
巻
一
号
一
五
白
川
(
一

つ
つ
七
司
)
参
照
)
。

第
二
部
「
日
本
に
お
け
る
対
話
の
可
能
性
」
で
は
、
ま
ず
、
わ
が
同
に

お
け
る
経
験
に
お
い
て
も
、
入
心
法
律
の
内
容
一
千
法
律
の
不
存
在
等
の
違
憲

性
は
問
地
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
裁
判
一
川
が
一
定
の
み
一
法
を
促
す
場
合
、

必
法
律
等
に
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
た
め
裁
判
川
が
凶
会
の
迅
速
な
対
応
を

求
め
る
場
合
、
③
法
律
ザ
寸
が
達
志
の
場
合
等
に
は
、
裁
判
所
と
国
会
の
相

句
作
用
が
生
じ
る
可
能
刊
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
わ

が
固
で
は
、
裁
判
川
と
回
会
の
相
可
作
用
と
い
う
よ
り
は
、
国
会
が
裁
刊
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一
附
の
判
決
に
申
に
従
う
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
を
折
摘
し
た

し
か
し
、
六
川
四
日
判
決
は
、
対
前
の
司
能
性
を
不
す

H
Hす
べ
き
判

決
と
言
え
る
。
こ
の
判
決
が
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
剤
師
併
を
ふ
ま
え
る
と

|ヒ}伝道人 h士、i会記半

採
同
困
難
と
考
え
ら
れ
て
き
た
一
部
達
志
+
利
椛
付
ワ
の
拡
ト
八
判
決
を
採

用
)
た
背
景
に
は
、
段
高
裁
の
違
愈
判
決
の
依
で
も
回
会
が
芯
法
の
枠
内

で
一
定
の
止
法
的
対
応
が
可
能
で
あ
る
ト
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
(
今
井
裁
判
判
の
補
足
意
見
、
藤
田
裁
判
JH
の
意
見
参
昭
)
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の

m別
意
見
に
は
、
必
最
而
裁
が
違
憲
判
決
を
し
た
後
、
回
会
は

最
高
裁
の
違
念
判
決
の
但
旨
に
従
え
ば
、
判
決
内
拝
と
異
な
る
寸
法
を
す

る
こ
と
が
岩
山
以
上
可
能
で
あ
る
、
必
一
こ
の
よ
う
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
、
仮
に
、
達
志
の
法
律
の
対
処
の
仕
ん
に
複
数
の
選
択
肢
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
山
疋
の
救
済
を
裁
判
所
が
命
じ
て
も
、
必
ず
し
も
、
斗
法
裁

量
の
侵
告
と
は
な
ら
な
い
、
一
切
叶
法
梓
と
ム
リ
日
法
権
と
の
関
係
を
与
え
る
場

合
も
、

ロ眠
高
裁
の
違
憲
判
決
後
の
同
会
の
対
ib
可
能
仲
を
ふ
ま
え
て
考
案

す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
視
点
が
不
さ
れ
て
い
る

も
ち
ろ
ん
、
現
段
階
で
、
わ
が
同
に
お
い
て
も
カ
ナ
ダ
と
同
係
な
窓
味

む
の
裁
判
所
と
凶
会
の
対
話
が
存
在
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
⑦
人
権
を
法
律
で
制
約

し
う
る
こ
と
が
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
奇
一
こ
れ
ま
で
の
長
高
裁
の

法
令
違
憲
判
決
の
多
く
は
、
ム
リ
法
円
的
で
は
な
く
す
法
手
段
を
違
憲
と
し
、

必
最
高
裁
い
身
が
、
違
憲
判
決
後
の
凶
会
の
独
白
刊
の
対
応
を
認
め
て
お
り
、

④
回
会
白
身
も
相
互
作
用
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
点
を
主
隠
す
る

と
、
わ
が
困
に
お
い
て
も
対
ぷ
の
可
能
仲
は
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
ο

こ
の
対
話
概
念
を
用
い
て
裁
判
所
と
国
会
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
は
、

い
く
つ
か
の
効
呆
が
あ
る
)
品
川
一
は
、
違
愈
審
有
制
度
に
対
す
る
効
呆
で
、

必
違
愈
詐
芥
怖
の
民
キ
的
了
正
当
作
を
補
強
す
る
旧
制
拠
が
新
た
に
加
わ
り
、

裁
判
所
が
よ
り
積
柿
的
に
違
憲
審
査
権
を
行
使
す
る
可
能
引
が
尚
ま
る
、

包
止
法
裁
量
の
侵
害
と
認
識
さ
れ
る
範
囲
が
従
来
よ
り
減
少
し
、
裁
判
所

が
よ
り
碕
情
的
に
違
憲
本
否
権
を
行
使
す
る
可
能
性
が
増
加
す
る
、
九
I
げ

法
裁
量
の
侵
害
と
認
話
さ
れ
る
範
同
が
従
来
よ
り
減
少
し
、
裁
判
一
川
が
命

じ
る
こ
と
の
で
き
る
人
権
救
済
方
法
の
種
類
が
現
存
よ
り
も
培
え
る
川
町
能

性
が
あ
る
等
が
考
え
ら
れ
る
G

第
二
は
、
同
余
平
牡
九
五
に
対
す
る
効
果
で
、

山
世
法
判
断
は
、

H

故
同
誌
の
み
の
す
、
務
で
は
な
く
、
国
会
の
責
務
で
も
あ

る
こ
と
の
再
認
識
、
山
そ
の
こ
と
に
よ
り
阿
会
に
お
け
る
憲
法
成
論
的
所

性
化
の
可
能
性
、
川
そ
し
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
凶
民
も
世
法
問
題
を
白

覚
的
に
与
え
る
際
会
が
榊
え
る
可
能
引
等
で
あ
る
、

対
話
理
論
は
、
民
キ
主
五
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
お
よ
び
政
府
の
諸

部
門
が
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
協
力
し
な
が
ら
取
り
紺
む
こ
と
が
吋
能

で
あ
り
、
か
っ
、
そ
う
す
る
こ
と
が
民
ム
キ
義
を
よ
り
発
反
さ
せ
る
こ
と

を
不
峻
し
て
い
る
、
ま
た
、
少
な
く
と
も
、
人
権
問
題
は
、
裁
川
川
と
政

北法S9(4.29:J) 197i 



判1I

治
部
門
と
の
対
話
、
さ
ら
に
は
、
市
民
に
よ
る
一
議
品
と
判
断
に
よ
っ
て
、

解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
も
不
さ
れ
た
ご
こ
の
こ
と
は
.

一
回

の
訟
法
は
、
そ
の
民
ー
+
社
会
に
お
け
る
す
べ

て
の
構
成
員
と
政
府
の
諸
部

門
の
対
ぷ
に
よ

っ
て
、
恥
官
民
し
、
つ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
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